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ち
り
と
り
の
中
に

を

口

の

①大豆は一晩水で戻しておきます。
②にんじん、ちくわは、半月切りにします。
③こんにゃくは下ゆでして、 1 cm 角に切ります。
④昆布は、ぬれぶきんで拭き、はさみで T cm 角に切ります。
⑤大豆は戻し水のままアクをすくいながら軟らかく煮ます。
⑥⑤に昆布を入れてひと煮し、こんにゃくを加えます。再び煮立ったらにんじん、ちくわを加
え水をひたひたまで足します。
⑦10分くらい煮てA で調味し、ごく弱火にして15分煮含めます。
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3
月
に
入
り
ま
し
た
。
雪
が
降
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
12
月
や
1
月

並
の
冷
え
込
み
は
そ
ん
な
に
感
じ
な

く
な
り
、
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山
の
冬
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乗
り
切
っ

た
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と
い
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達
成
感
で
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ぱ
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で
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。日
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を
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小
さ
い
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、
大
変

牛

な
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
け
れ
ど
、

報
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ぱ
り
地
域
の
人
た
ち
が
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ま
る

広

機
会
が
あ
る
こ
と
っ
て
良
い
な
あ
と

思
い
ま
し
た
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受
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入
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こ
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が
、
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が
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で
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。
高
山
の
方
々
の
温
か
さ
が
、
寒
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冬
を
乗
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越
え
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て
く
れ
た
ん

だ
な
あ
と
実
感
し
て
い
ま
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今
年
は
寒
さ
が
厳
し
く
、
雪

が
何
度
も
降
り
、
雪
か
き
が
嫌

に
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た
方
も
多
い
の
で
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い
で
し
ょ
う
か
?
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